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８
月
８
日
（
月
）
、
社
協
栗
駒
支
部
・
鶯
沢
支
部
合

同
で
栗
原
市
み
ち
の
く
伝
創
館
を
会
場
に
開
催
し
ま

し
た
。

高
齢
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し

く
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
、
お
茶
っ
こ
会
や
ご
近
所

付
き
合
い
な
ど
の
何
気
な
い
活
動
が
地
域
づ
く
り
へ

と
つ
な
が
り
ま
す
。

今
年
度
は
、
滝
ノ
原
地
区
社
会
福
祉
協
議

会
会
長
佐
藤
博
泰
氏
よ
り
「
地
域
支
え
合
い

活
動
は
自
分
の
た
め
に
」
と
題
し
、
自
ら
の

地
域
づ
く
り
の
事
例
等
を
も
と
に
講
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
よ
り
お
宝
（
支
え
合
い
活
動
）
発
表
と
し

て
、
栗
駒
地
区
「
山
口
手
芸
の
会
」
、
「
八

幡
い
き
い
き
生
涯
学
習
会
」
の
２
団
体
、
鶯

沢
地
区
「
八
沢
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ
」
そ
れ
ぞ

れ
団
体
の
取
り
組
み
や
活
動
を
通
し
た
支
え

合
い
の
紹
介
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　（社協会費充当事業）

「栗駒地区と鶯沢地区の
お宝（地域支え合い活動）発表会」開催
～住み慣れた地域で元気に暮らしていくために～

「山口手芸の会」
活動を続けて１５年目、 集まることが

自分達の楽しみです。

「八幡いきいき生涯学習会」
参加することが仲間づくり。 これからも支え合いながら

続けます。

「滝ノ原地区社協　佐藤会長」
支え合いは自分のため、 パン工房を立ち上げ地域の

方々とパン作りをすることが互いの楽しみとなり、

活力につながっています。

作品展示ブースを設け地域の皆さんに各団体の

作品を見ていただきました。
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地
域
の
安
全
の
羅
針
盤
と
な
る
福
祉
防
災
ま
っ
ぷ
。
今
年
度
、
栗
駒
地
区

で
は
、
新
規
作
成
に
１
地
区
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
は
５
地
区
よ
り
申
し
込

み
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

９
月
４
日
（
日
）
に
滝
ノ
原
地
区
、
９
月
11
日
（
日
）
に
日
照
田
地
区
で
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
前
回
の
作
成
か
ら
10
年
が
経
過
し
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
両
地
区
で
は
地
域
の
情
報
を
更
新
し
、
一
か
ら
状
況
を
確

認
を
行
い
ま
し
た
。
避
難
経
路
や
避
難
場
所
、
班
体
制
な
ど
、
様
々
な
話
を

し
な
が
ら
地
域
で
の
防
災
に
つ
い
て
確
認
し
合
う
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま

し
た
。

総
合
相
談
事
業
の
お
知
ら
せ
【
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
】

　
生
活
上
の
困
り
ご
と
・
心
配
ご
と
の
相
談
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
お
茶
っ
こ
会
等
の
地
区
行
事
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
相
談
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◆
生
活
相
談

《
場
　
所
》
老
人
憩
い
の
家 

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
荘

◆
電
話
相
談

開

設

日
：
毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

開
設
時
間
：
８
時
30
分
～
17
時
30
分

《
問
い
合
わ
せ
先
》 
栗
原
市
社
協
栗
駒
支
所
　
電
話
：
45-

２
１
５
０

開

設

日

開
設
時
間

13
時
30
分
～

15
時
30
分

９
時
30
分
～

11
時
30
分

令
和
４
年
11
月
10
日（
木
）

12
月
8
日（
木
）

令
和
４
年
11
月
24
日（
木
）

12
月
22
日（
木
）

福
祉
防
災
ま
っ
ぷ
作
成
事
業

実際に地区内を回って危険個所などを確認し、
　　　　　　地図へ情報を落とし込んでいきます。

日照田地区

滝ノ原地区

（
社
協
会
費
充
当
事
業
）

宮
城
県
共
同
募
金
会
で
は
、
毎
年
仙
台
・
宮
城
観
光
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
む
す
び
丸
」
と
の
コ
ラ
ボ
ピ
ン
バ
ッ
ジ
を
作
製
し
、
「
む
す

び
丸
ピ
ン
バ
ッ
ジ
募
金
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

第
10
弾
と
し
て
今
回
は
、
県
内
の
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
が

行
う
防
災
資
機
材
整
備
の
助
成
に
充
て
ら
れ
ま
す
（
制
作
費
を
除

く
）
。

近
年
、
自
然
災
害
が
多
発
し
て
お
り
、
整
備
さ
れ
た
資
機
材
は

災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
等
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

社
協
各
支
所
に
て
受
付
し
て
い
ま
す
の
で
、

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

栗
原
市
共
同
募
金
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
む
す
び
丸
ピ
ン
バ
ッ
ジ
募
金
」に

　
　
　
　
　
　
　ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
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